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日本 朝鮮統治 歐米强國 植民地統治 勝 朝鮮人 奴隸的 搾取 幸福 蹂躪の が の にも つて を に し その を した、

論告 對 正當 抗辯 餘地 私 信 中略 朝鮮 經濟といふ に しては な の があると は ずるのである の がこのやう。

狀態 倂合後僅 三十數年 間 今日見 一大發展 遂 至なミゼラブルな から か の に るやうな を げるに たつたこと、

慥 日本 指導 結果 言 過言 中略 財政面 朝鮮 對は かに の の であると ふも ではない においては に する、 。 、

日本 援助 差引よりの は プラスである。

日本人 

海外活動 對 歷史的調査の に する  

北鮮

  

  

  



一 先 指摘 点 日本 地域 對 施政 決 植民地 對 搾取政治ず したい は のこれら に する は していわゆる に する

認 中略 各地域 經濟的 社會的 文化的向上 近代化と められるべきでないことである の と はもつぱ。 、 、

日本側 貢獻 中略 日本 地域 統治 持 出ら の による のこれらの の は ち し になつていたといえる。 。

二 次 地域 長年 平和的 生業 營 日本國民 全部放逐にこれらの において にわたつて な を んでいた は さ

日本資産 公有財産 彼 努力 平和裏 蓄積 私有財産 事實上れ は のみならず らの により に された までがすでに、

剝奪 中略 苛酷 措置 全 國際慣例上 異例 屬されており かかる な は く のことに する、 。

三 前略 地域 當時 國際法 國際慣例上普通 認 方式これら はいずれも としては と められていた によ、

取得 世界各國 久 日本領 承認 日本 地域り され とも しく として していたものであつて としてはこれら の、 、

放棄 異存 過去 地域 取得 保有 國際的犯罪視 懲罰的意圖には ないが におけるこれらの の をもつて し を、 、 、

背景 地域 分離 關連 諸問題解決 指導原則 承認 得として これら の に する の とされることは し ないところ、 、

である。
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椎名悅三郞 江藤隆美

、 、

赤坂 六本木

日韓倂合 第一 責 問 當時 押 首ただ というのは もし に めが われるとするなら その にハンコを した、 、 、

相 李完用 嫌 拒絶 日本 惡 日本 强引 押の だ なら すればよかった も かった も にハンコを さしたものだか。 。 。

軍 全土 配置 決 暴動 起 一週間後 條約 發表 中略ら を に して して が こらないようにして に を した、 、 。

日本 高等農林學校 作 帝國大學 作だけど はいいこともしたんですよ を りました ソウルには も りました。 。

意味 敎育水準 上 敎育そういう では を げたわけです これまではまったく というものがなかったわけで。 。

道路 鐵道 港湾整備 山 木 植 中略 日本 経濟界 芸能界 韓國人 非すから に を えた において や で が。 、 、 、 。

常 活躍 遂 注 發言 實名 野球選手 社な を げている みんなそうだ は も の。 、 、 。 。

長 赤坂 六本木 行 韓國 屋 七割 朝鮮半島 日もみんなそうだ に ってごらん ばかりだ パチンコ の が だ。 、 。 。 。

本 向 行 日本 階層 韓國 活躍は こうに ってそういうことはしとらんがね にしてはあらゆる で が できるよう。

日韓倂合 効果 言になったのは の と えるのかもしれん、 。
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藤

尾正行   

中曾根康弘

渡邊美智雄

村山富市

新井白石

甲府藩 藩主

德川綱豊 將軍 幕府

德川家康

再造 恩

朝鮮 君臣 明 天子 其厄難 援 其封內 安堵 共 明 兵猶其國 留の も の のために を けられて をば しけれ の に、 、

鎭 其將士相驕 國人 凌轢 事 我國 兵禍 大方 事り めて り を せし も の に かはる もなかりしかは いかにもし、 、 、

國人 蘇息 事 東照宮御代 前代 非 改 事共 傳 聞 又て を せん をおもひしに をしろしめされて の を られし を へ、 、

 

 

  



朝鮮 男女我國 兵 爲 還 遣 所 前後三千人 及 兩の の の にとらはれしものとも し はされし に びければ やがて、 、

國 和事 夫 此 彼國 東西 民兵革 事 相忘 且旣 百年 及 我國再造の なりて より かた の の を れし に に たり の、 、 、 、

恩 彼國 君臣長 忘 所也においては の く るべからざる、

朝鮮聘使後議  

禮曹

德川家康
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今 日韓交流 客觀的 見 韓國 方 多 問題 事實のところの では に て の により くの があるのは ですが それ、 、

別 互 歷史 對 考 方 違 思 韓國人 先祖とは に そこにはお いの に する え の いもあるように うんです は から、 。 、

引 續 今 自分 先祖 責任 自分 責任 考 歷史觀の き きで の がある だから の は の でもあると えます そういう で、 。

自分 自分 先祖 先祖 日本人 主張 無責任 感いるものですから は は だという の を なんて なのかと じるん、 、 、

反省 要求 歷史觀 議論です そこで いつまでも を することになるんです そういう についての はあ。 、 。

相當 思まりないんですが にやらなくてはならないと います、 。

上智 渡部昇

一
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隣好 朝鮮 事永 隣好 結 國 非の く を ばるべき に

ず

己亥

  

德意

豊臣

德川

久米邦武 吉田東伍 星野

恒 三上參次 田口卯吉 大槻文彦

上田萬年
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要 旨

本論文 植民地支配 關連 現代 日本人 妄言 壬辰倭亂 文祿 慶長 役 對 新井白石は と する の の が の に する の、

發言 同 論理的構造 指摘 現代 日本人 植民地と じ をもっていることを したものである まず の のいわゆる、 。 、

恩惠論 白石 再造 恩惠論 瓜二 植民統治 易 作 鐵道と の の が つである すなわち をより しくするために った。 、

學校 例 日本 植民地時代 主張 植民地恩惠論 壬辰倭亂 終や を にあげて は によいこともしたと する は が わっ、 、

自分達 必要 朝鮮 和解 朝鮮 再建たあと の により と したにもかかわらず そのおかげで が できるようになった、 、

朝鮮 日本 恩惠 感謝 白石 再造 恩惠論 論理的 同一ので は の に すべきであるという の の と に なものである、 、 。

現在 歷史 過去 別個 歷史意識 兩者 一致また の と は のものであるという においても は している つまり、 、 。 、

日本 植民地支配 自分 先祖 現代 自分達 何 關係の は の のやったことであるから の とは の もないのに どうして、 、

自分達 反省 要求 發言 豊臣時代 德川時代 區別 豊臣 對 恨 德川に を しているのかという は と を して に する みを、 、

抱 不当 白石 發言 同 脈絡まで いているのは であるという の と じ にあるものだといえる、 。

現代 日本人 白石 發言 双子 彼 狀況 非常 似そして このように の と の が になったのは らのおかれた が に てい、 、

壬辰倭亂 對 恨 忘 朝鮮 向 自分 對抗論理たからであろう つまるところ に する みを れていない に かって なりの。 、

立 白石 立場 何 植民地支配 對 反論 展開を てなければならなかった の と とかして に する を しなければならなか、

現代 日本人 立場 同 狀況 解消 限 日った の の が じだったからであろう したがって このような が されない り。 、 、

本人 妄言 過去 美化 作業 續の や を する はこれからも くのであろう。

久保田妄言 江藤妄言 植民地恩惠論 再造 恩惠論 反韓論キーワード の

自虐史觀 自由主義史觀 歷史 非連續性の
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